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kintoneへのインストール手順

①kintone画面右上の歯車マークをクリック

②kintoneシステム管理をクリック

①

②

③

③プラグインをクリック

④ ④読み込むをクリック

⑤
⑥

⑤参照をクリックし、ダウンロードしたプラグインを選択

⑥読み込むをクリック

参考：kintoneヘルプ（https://jp.cybozu.help/k/ja/）

kintone ヘルプ > 管理者ヘルプ > プラグインの管理 > プラグインを追加／削除する（システム管理）

⑦

⑦「読み込んだプラグイン」項目に当該プラグインが
表示されているか確認してください

※画像のプラグインは例です

https://jp.cybozu.help/k/ja/
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アプリへの設定手順

①

①プラグインを設定するアプリを開き
画面右の歯車マークをクリック

②

②設定タブをクリック

③

③プラグインをクリック

④

④＋追加するをクリック

⑤

⑤表示されたプラグインから
アプリに設定したいプラグイン
の左側に☑を入れ画面右下の
「追加」ボタンをクリックする

⑥

⑥追加されたプラグインの歯車マーク
をクリックし、プラグインの設定に進む



プロダクトキー設定方法

※初回設定時にプロダクトキーが表示されますので、忘れないよう保管してください。プロダクトキーが
わからなくなってしまった場合は、サポートへお問い合わせいただきドメインをお知らせください。

プロダクトキーは保存時に自動生成されます。
プラグインを複数アプリに適用する場合、生成されたプロダクトキーをコピーし貼り付けて保存してください。
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設定項目

プラグイン
有効化

プラグインの有効/無効を設定します。

出力ボタンで
使用するラベル名

出力ボタンに表示するラベル名を設定します。(50文字以内)
※省略した場合は、「CSV出力」が表示されます。

プラグイン
詳細設定

・先頭行を項目名にする
チェックがある場合、CSVファイルの先頭行を項目名として出力します。

・ユーザフィールド（作成者／更新者／作業者／ユーザ選択）はユーザ名
を出力する
・組織選択フィールドは組織名を出力する
・グループ選択フィールドはグループ名を出力する
チェックがある場合、各フィールドを内部IDではなく表示名で出力します。

・エンコード
CSVファイルのエンコードの種類を選択します。

・改行コード
CSVファイルの改行コードを選択します。

フィールドの設定
ファイルに出力をするフィールドを選択します。
左側のアイコンをドラッグすることで、出力時の列順を指定できます。
※サブテーブル、添付ファイルは選択できません。

一覧の設定 出力ボタンを表示する一覧を選択します。

出力ボタンを複数作成することができます。
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CSV出力設定プラグイン

「ファイル書き出し」の権限がなくても、
事前指定されたフィールドで

CSV出力可能
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期限切れについて

トライアル期限や、契約期日を超過してご利用の場合、アプリの一覧画面で下記ダイアログが表示され
アプリを利用することができません。
その場合、アプリからプラグインを削除するか、ご契約の更新をお願いいたします。
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注意事項

・ゲストスペースに対応しています。

・モバイル端末に対応していません。

・セキュアアクセスに対応しています。

・SAML認証に対応しています。

・Basic認証に対応しています。

・LGWAN環境に対応しています。
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